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棚割活用編では、作成したモデルを3D表示させる方法や、複数の棚割モデルを扱う「モデル活用」機能を利用して作成済みモデルを有
効に活用する方法を説明します。 

■3D表示 

3D表示では作成したモデルを立体的に表示したり、3D表示したモデルを保存や印刷したりすることができます。 
たとえば複数什器をL字型やコの字型に配置して、実際の売場でどのように見えるかを確認するといったことが可能です。 

 

1. まずはこれから3D表示をしたいモデルを選択します。 
運用・モデル設定・≪参照≫をクリックします。 
 

2. このときモデルの数が多く、対象のモデルを選択しづらい場
合には、検索機能を利用します。 
呼び出したいモデルと同じ≪カテゴリー≫や≪業態≫、 
≪店≫などをリストから選択し、≪参照≫をクリックしま
す。 
 
 
※参考 
外部モデルを参照する場合は≪外部≫をクリックします。 
（※P3 11.「内部モデルと外部モデル」参照） 

 

3. 検索条件を変更する場合は、モデル参照画面の「検索条件」
で別の項目を選択します。 
検索条件を削除するときは、≪条件クリア≫をクリックしま
す。 
検索結果から対象のモデルを選択します。 
選択後は≪開く≫をクリックし、続いて≪決定≫をクリック
します。 
 
 
※注意 
3D表示では連結している什器は1本として表示します。 
必要に応じて、フェイシングを開きモデルの確認、修正を行
なってください。 
 

 

4. 運用・≪3D表示≫をクリックします。 
まずは3D表示の設定を行ないます。メニュー・3D設定をクリ
ックします。 
 
 



 棚割活用編 操作テキスト  

CYBERLINKS co.,LTD. All rights reserved.  2 

 

5. 3Dレイアウトの左側の白い四角の部分がフロアだと思ってく
ださい。ここにモデルを配置します。 
 
右側に表示しているのは什器の台数です。何台目をどの向き
で配置するかの設定は、「正面設定」の各方向ボタンで行な
います。 

 
 
 

 

6. 正面設定≪↓≫を確認後、正面を下向きに配置したい台をク
リックして選択し、レイアウト上の任意の場所でクリックし
ます。什器を表わす図の赤い辺が什器前面です。 
 
中心にある赤い点が3D空間の中心になります。実際に3D表示
した際に全体がバランス良く見えるよう、赤い点がレイアウ
トの中心となるように什器を配置してください。 
 

 

7. 右側が正面となるよう配置するには、正面設定を≪→≫に変
更し、正面を右向きに配置したい台をクリックして選択し、
レイアウト上の任意の場所でクリックします。 
 
同じように、正面を上向きに配置したい台を設定します。 
 

8. 設定が完了すれば、≪設定≫をクリックします。 
 
 
※参考 
レイアウトに配置する際、「重なり許可」を有効にすれば、
台と台を重ねて配置できます。 
上面や側面を表示したい場合は、画像を登録していなくても
「作成面」で3面以上を、「テクスチャー」で全面を選択して
ください。 
ほか必要に応じて「背景色」で3D表示ウィンドウのバックカ
ラーの変更や、「背板色」で什器の背板の色を設定します。 
 

 

9. メニュー・3D作成をクリックします。 
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10. 3D表示後、左右下のスクロールバーで、それぞれ奥行き、上
下、左右の視点を変更できます。 
また、画面右上の各青矢印ボタンで選択したボタンの方向へ
視線を動かすことが可能です。 
 
 
メニュー・保存からクリップボードを利用すれば他ソフトに
貼り付けられます。ファイル保存も可能です。 
 

 
 
 

■モデル活用 

モデル活用は複数モデルを扱う機能のため、モデルを選択している状態では利用できないので注意が必要です。 
多くの棚割を保管し、棚割シーズンには各モデルをチェックするなど、実際の運用ではモデルの管理に多くの労力がかかります。 
棚POWERではモデル活用機能を利用して、複数モデルの帳票を一括出力し取引先とやり取りを行なう、まとめてメンテナンスを行な
う、複数モデルを使用した分析帳票を出力するといったことが可能です。 
 

■モデル情報を一括出力する（モデル一括出力） 

 

11. モデル活用を説明する前に棚POWERの「モデル」について再確
認しておきます。 
モデルは大きく分けて「内部モデル」「外部モデル」の2種類
があります。 
 
 
※内部モデル 
棚POWERで設定済みのフォルダに保存するモデルです。 
棚POWERで保管場所を管理しているため、どこに保存するかを
毎回指定する必要がなくモデルの呼び出しも簡単に行なえま
す。 
内部モデルは棚POWER内で管理しているため、直接やり取りす
ることはできません。内部モデルを他の棚POWERに渡すには一
旦外部モデルとして保存する必要があります。 
 
※外部モデル 
CDやUSBメモリなどの外部媒体、マイドキュメントやネットワ
ーク上など任意の場所に保存できるモデルです。他のPCや取
引先とやり取りする際に使用します。 
外部モデルのファイル種類は棚POWER形式の「外部モデル
（*.MDL）」、棚割各社共通フォーマットの「PTS（棚割配置
情報）（*.CSV）」などがあります。 
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12. 棚POWERで作成した複数のモデルをまとめて出力する簡単な方
法として「モデル一括出力」があります。 
他の担当者や取引先にモデルを渡すため、複数の内部モデル
を一括で外部モデルとして出力する場合に便利です。 
 
モデル活用・≪モデル一括出力≫をクリックします。 

 

13. 外部モデルとして出力したいモデルを検索し、選択します。 
CtrlキーやShiftキーを押しながらモデルをクリックすると、
複数選択が可能です。 
モデル選択後≪エクスポート≫をクリックします。 
 
 
※参考 
≪全エクスポート≫では、モデルを選択していても関係な
く、内部保存されているモデル全てが出力されます。 

 

14. 各設定を行ないます。 
 
・フォルダ選択 
出力先のフォルダを選択します。分かりやすい場所を選択し
てください。 
 
・ファイル名称選択 
「モデル名」を指定すると「モデル名称」をファイル名とし
て出力します。「ファイル名」を指定し、入力枠にファイル
名を入力すると、「ファイル名＋連番」として出力します。 
 
・ファイル種類 
棚POWER同士でやり取りする場合は「外部モデル」を選択しま
す。 
他社棚割ソフトへ渡す場合は「PTS Ver1.0」もしくは「PTS 
Ver2.0」を指定します。 
 
※参考 
PTS Ver2.0は、Ver1.0では持っていなかった什器の情報を持つ
など、互換性が高まっていますが、先方のシステムが対応し
ている必要があります。 
使用時は先方の対応状況を確認してください。 
 
・その他 
「仮置き商品を外部モデルファイルに保存する」を有効にす
れば、仮置き内に陳列した商品も出力できます。不要時は無
効にしてください。 
 
≪実行≫をクリックします。 
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15. 出力した外部モデルを確認します。 
 
拡張子「MDL」が棚POWERの外部モデルファイルです。 
メールに添付して送信したり、CDやUSBメモリなどに保存して
渡すことができます。 
 
 
※参考 
MDLファイルは、棚POWER独自ファイル形式のため、ファイル
を直接ダブルクリックしてもフェイシングは開けません。 
棚POWER上の運用・モデル設定・≪外部≫から取り込むか、 
複数まとめて取り込む場合は、モデル活用・≪モデル一括入
力≫もしくは、ユーティリティー・≪インポート≫から取り
込み、利用します。 
 
 
※注意 
もらったモデルを棚POWERで開くと商品が欠落している、複数
の商品がダミー商品になっている、という場合があります。 
これは、外部モデルに商品情報が含まれていないことが原因
です。 
モデルに陳列されている商品の商品情報（商品名やサイズな
ど）やイメージが先方の棚POWERに存在しなければ、モデルの
内容を正確に再現することはできません。商品情報やイメー
ジも一緒に渡すには、一度に複数の情報を出力できるユーテ
ィリティー・≪エクスポート≫機能の利用を推奨します。 
 
 
 
 

■モデル情報を一括で取込みする（モデル一括入力） 

 

16. 次に、渡された外部モデルを内部モデルとして一括で取り込
みます。 
 
モデル活用・≪モデル一括入力≫をクリックします。 

 

17. ファイルを保存してあるフォルダを選択します。 
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18. 表示されるモデルの中から、取り込みたいモデルを指定し 
≪実行≫します。 
CtrlキーやShiftキーを使用し複数モデル選択が可能です。 
 
表示されたフォルダ内のモデル全てを指定する場合は、≪全
て≫を選択します。 
取り込んだモデルは、内部モデルに保存されます。 
 
 
※注意 
こちらから取り込みできるのは棚POWER形式の外部モデル
（*.MDL）のみです。 
他社棚割ソフトからのPTS（棚割配置情報）（*.CSV）ファイ
ルはモデル一括入力では取り込めません。 
運用・モデル設定・≪外部≫から取り込むか、複数まとめて
取り込む場合はユーティリティー・≪インポート≫から取り
込みます。 
 
 

 

■帳票をまとめて出力する（モデル一括印刷） 

ここまではモデルのやり取りについて確認しました。次は、棚割図や棚割表といった帳票類を効率よく出力するための方法として
「モデル一括印刷」を説明します。 
たとえば、ある得意先に複数の棚割を提案するため、モデル毎に同じフォーマットで棚割図表と陳列情報を出力したいといった場合
などに、「モデル一括印刷」を利用すると、提案用の棚割をすべて作成後、最後に一括で印刷を行なうことができ、大変便利です。 
 

 

19. モデル活用・≪モデル一括印刷≫をクリックします。 

 

20. ≪モデル参照≫をクリックし、対象となるモデルを選択しま
す。CtrlキーやShiftキーを使用し複数モデル選択が可能で
す。 
外部モデルを選択する際は、≪外部モデル≫をクリックし、
外部モデルを保存しているフォルダを「フォルダの選択」で
指定します。内部モデルと同じく、CtrlキーやShiftキーを使
用し、複数モデル選択できます。 
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21. モデルリスト上でモデルの出力順が変更できます。変更した
い場合は≪順番設定≫をクリックし、並べ替え後≪設定≫を
クリックします。 
 

 

22. 出力したい帳票のチェックボックスを有効にします。各帳票
の設定も可能です。 
設定を変更した場合、≪プレビュー≫から内容の確認が可能
です。必要に応じて確認したいモデルを選択し、プレビュー
表示を行なってください。 

 

23. ファイル出力時の名称を指定するには、≪出力ファイル名選
択≫を利用します。「設定ファイル名」「モデル名称」「モ
デルコメント」が選択可能です。 
 

24. ファイルを出力する際に、フォルダの階層を指定できます。 
≪フォルダ階層設定≫をクリックし、「階層なし」「階層あ
り」の選択、階層ありの場合のフォルダ名称を指定します。 

 
  【フォルダ階層設定画面】 
  
  
  
  
  
 
 
 
  
  
 

 25. 「Excelファイル化」を有効にすると、1モデル＝1ファイル・
複数シート（帳票種類分）の形式で出力できます。 
複数種類の帳票をモデル毎に1ファイルにまとめたい場合は、
有効にしてください。 
 
 

26. すべての設定を行ない、≪実行≫をクリックします。 
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■帳票をまとめて出力する（モデル一括印刷（追加カット）） 

陳列変更前（前回）と、陳列変更後（次回）のモデルを比較し、追加やカットの内容を出力できるのが≪追加カット一覧表≫や 
≪追加変更棚割表≫などです。 
それら追加カット系の帳票をまとめて出力する場合には、モデル活用・≪モデル一括印刷（追加カット）≫を使用します。 

 

27. モデル活用・≪モデル一括印刷（追加カット）≫をクリッ
クします。 

 

28. 現状モデル選択、比較モデル選択の≪モデル参照≫をクリ
ックして、対象となるモデルをそれぞれ選択します。 
CtrlキーやShiftキーを使用し複数モデルを選択可能です。 
 
現状モデル選択には陳列変更後（次回）、比較モデル選択
には陳列変更前（前回）のモデルを選択します。 
 

 

29. 表示した現状モデルと比較モデルの中から、比較したいモ
デルが対になるよう、それぞれクリックして選択を行ない
≪追加≫をクリックします。 
 
「出力モデル一覧」に追加した組合せが表示されます。 
モデルの出力順を変更したい場合は矢印ボタンを利用し
て、並べ替えます。 
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30. 後は、前述したモデル一括印刷と手順は同じです。 
出力したい帳票のチェックボックスを有効にし、必要であ
れば各帳票の設定を行ないます。 
 
フォルダ階層設定や、Excel1ファイル化も同様に設定可能
です。 

 
 
 

ここまでは一括でモデルや帳票をやり取りする際に便利な方法を説明しました。続いて、複数のモデル情報をまとめて変更したり、
モデル同士を組み合わせて新しいモデルを作成したり、不要なモデルを一括で削除する方法について説明します。 
 

■モデル情報を一括で修正する（モデル項目変更） 

 

31. 作成済みモデルの「モデル名称」やモデル「種別」などのモ
デル項目情報をまとめて変更したい場合は「モデル項目変
更」を利用します。 
モデル情報の「カテゴリー」や「作成日」を変更する、「モ
デル種別」を提案から実施に変更する、取引先からもらった
モデルを取込後に自社のモデル管理ルールに則った名称に変
更する、などの場合に便利です。 
 
モデル活用・≪モデル項目変更≫をクリックします。 
 
 
 
 

 

32. ≪モデル参照≫をクリックし、≪検索≫もしくは≪外部モデ
ル≫から、対象となるモデルを選択します。 
CtrlキーやShiftキーを使用し複数モデルを選択します。 
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33. 各モデルの項目左側にある≪▼≫ボタンをクリックすると、
該当の項目がリスト表示されるので、その中から選択しま
す。 
 

34. 各セルを直接クリックすれば手入力も可能です。 
 

 

35. 一括変更では、変更したい項目を選択し、変更後の内容を選
択、≪一括変更≫をクリックすると、リスト表示しているモ
デルの内容を一括で同じ内容に変更できます。 
 

 

36. 一括変更時「モデル名称」、「モデルコメント」、 
「作成者氏名」を一括変更する場合は、通常の変更に加え、
「挿入（前）/（後）」、「置換」機能も使用できます。 
 
「挿入（前）/（後）」は、既存の名称等の前/後に追記する
場合に便利です。 
「置換」では、「秋冬」を「春夏」に一括で変更する場合な
どに便利です。 

 

37. 変更作業が全て終了すれば、≪登録≫をクリックしてモデル
情報を確定します。 
 
 
※注意 
ここで登録せずに画面を取り消すと、モデル情報は変更され
ません。必ず≪登録≫をクリックしてください。 
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■複数モデルを組み合わせて新しいモデルを作成する（モデル結合） 

 

38. 複数モデルの一部の台を組み合わせて新たなモデルを作成し
たいといった場合には、モデル結合が便利です。 
 
最大６つのモデルを結合し、新しいモデルを作成することが
できる機能で、複合売場のモデルを作成したり、大きな売場
の一部の棚割だけを抜き出したりといったことが簡単に行な
えます。 
 
モデル活用・≪モデル結合≫をクリックします。 

 

39. 「●参照モデル1～6」内の≪モデル参照≫からモデルを呼び
出します。 

 

40. 該当のモデルを呼び出した後、結合したい台をそれぞれクリ
ックして選択し、≪実行≫します。 

 

41. 実行後、確認メッセージで≪OK≫をクリックし、モデル設定
でモデル情報を入力します。 
既存のモデルを複数使用していますが、新規モデルとして作
成されますので、必ずモデル情報の入力が必要です。 
 
モデル保存時は「新規保存」もしくは「外部保存」を使用し
ます。 
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■什器変更と共にフェイス数を調整する（フェイス調整） 

 

42. チェーン店の棚割など、規模や立地により同じカテゴリーで
複数モデルを作成する必要がある場合、最大パターンを作成
してから順次縮小パターンを作るという方法があります。 
 
最大パターンから縮小パターンを作成するには「フェイス調
整」が便利です。 
既存モデルの台数を減らしたり、台幅を変更して、モデル内
容を修正して上書き保存、または新規モデルとして保存しま
す。 
分析結果によるフェイス数の調整も可能です。 
 
モデル活用・≪フェイス調整≫をクリックします。 

 

43. ≪モデル参照≫をクリックし、対象となるモデルを選択しま
す。 

 

44. ［什器幅変更］にて台幅の値を設定する、または［台減］で
現在の本数から何本に減らすのかを選択します。その後、フ
ェイス調整を行なう条件を設定します。 
 
 

 

45. フェイスをカットする場合の条件は、「左端から」「右端か
ら」「分析結果」と3条件あり、任意のものを選択します。 
 
「フェイス減後フェイス増」を有効にしておくと、フェイス
減処理の際、幅の大きな商品を削除して什器幅に残りができ
てしまう場合に、フェイス増処理を行なうことができます。 
 
※参考 
「分析結果」を使用するには、売上情報を作成し、モデルに
割り当てる必要があります。 
売上情報の設定を行ない、「分析結果」を選択すれば、フェ
イスを増減する条件として売上情報の分析結果を反映させる
ことができ、たとえば「売上数量の高いもの順にフェイス数
を増やす」ことも可能です。 
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46. フェイス増条件も、「左端から」「右端から」「分析結果」
を選択することができます。 
 
什器幅を拡大する場合、フェイスを増やす条件として、上記3
つの項目の中から任意で1つ選択します。 
 

47. 設定後、≪実行≫をクリックします。 

 

48. 実行後、フェイシングを確認します。 
確認、修正後≪モデル保存≫を行ないます。 
 
 
※参考 
この機能は、既存モデルのフェイス数を調整したことになる
ので、上書き保存すればモデルの修正が可能です。 
モデル保存時に、≪別モデル保存≫を選択すると、もとのモ
デルはそのまま残し、新規モデルとして保存可能です。 
 
 
 
 
 
 
 

■不要なモデルをまとめて削除する（モデル一括削除） 

 

49. 不要なモデルをまとめて削除する場合は「モデル一括削除」
から行ないます。 
（※ 11.「内部モデルと外部モデル」参照） 
 
モデル活用・≪モデル一括削除≫をクリックします。 

 

50. 削除したいモデルを検索し対象となるモデルを選択します。
CtrlキーやShiftキーを使用して複数モデルを選択できます。 
 
モデル選択後≪実行≫します。 
 
※参考 
≪外部モデル≫を利用すれば、外部モデルの一括削除も可能
です。 
 
※注意 
削除したモデルはWindowsのようにゴミ箱に一旦たまることは
無く、完全に削除され復活できません。 
モデルは重要な資産ですので、モデルの削除作業は十分注意
して実行してください。 
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ここからは、複数のモデルに対して商品をまとめて入れ換える作業について学習します。 
まずは、仮に登録、陳列したダミー商品を一括で正式な商品として入れ換える方法。続いて、陳列している商品Aを、まとめて商品B
に入れ換える方法などを説明します。 

 

■ダミー商品を正式な商品に入れ換える（ダミー一覧表） 

「ダミー一覧表」について学習する前に、ダミー商品が作成される経緯を確認しておきましょう。 
ダミー商品は、本来、棚割をする際に陳列するすべての商品が棚POWERに登録済みであれば必要が無いものです。しかし、フェイシン
グ中に急遽、棚POWERに未登録の商品を陳列する必要が発生することも多々あると思われます。このような時には仮商品として「ダミ
ー商品」を利用することになります。 
 
フェイシング中に仮商品として登録し、帳票への出力も可能なダミー商品は便利ですが、棚割に陳列済みの商品が「仮」のままでは
あまり良い状態とは言えません。 
ダミー商品を登録する際、正確なJANコードがわかっていれば、それを登録することで、後でまとめて正式登録することができます。 
 

 

51. たとえば棚割作成の担当者が棚割作成時にダミー商品を登録
します。（左図①） 
 
その後、商品情報などのメンテナンス担当者が、各モデルに
登録されているダミー商品の一覧表をファイル出力し、正確
な情報やイメージなどを入力、これを商品情報として取りこ
めば正式に商品としての登録が完了します。（左図②，③） 
この作業により、次回からは作成した棚割を表示すると登録
済み商品として表示されます。（左図④） 
 
これらの一連の流れは、一定期間毎にダミー一覧表を利用し
てメンテナンス担当者が商品登録を行なう、あるいは新規登
録したい商品が出てきたら、必ずメンテナンス担当者に商品
情報を連絡し、本登録してもらうなど、運用体制をルール化
することで円滑に運用できます。 
 

 

52. モデル活用・≪ダミー一覧表≫をクリックします。 

 

53. ≪モデル参照≫をクリックし、対象となるモデルを選択しま
す。 
CtrlキーやShiftキーを使用し複数モデルを選択します。 
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54. 「選択可能項目」から出力したい項目を「出力項目」に追加
して、≪実行≫します。 
 
 
※参考 
出力先が「プリンタ」「PDF」の場合に限られますが、出力オ
プション「同一JAN複数出力」を有効にすれば、各モデルで設
定したダミー商品が同一JANで複数存在しても、別々に出力可
能です。 
 
出力先を「Excel」にして出力すれば、ユーティリティー・商
品情報からインポート可能なフォーマットとなり、Excel上で
商品サイズなどを修正して商品情報として取り込むことが可
能です。 
 
 
 
 
 

 

継続的に棚割提案をしていると、新商品と入れ換える予定の商品がどのモデルに陳列されているかを確認し、確認後、対象のモデル
に対して既陳列商品と新商品をまとめて入れ換えるという場面が想定されます。このような場合に便利な操作を説明します。 

■陳列商品をまとめて入換える1 
「入換える商品が陳列しているモデルを検索する」（モデル検索） 

 

55. 指定したJANコードがどのモデルに陳列されているかを検索す
るのが「モデル検索」です。 
商品入れ換え前に、カット候補商品や新商品を陳列している
モデルと陳列位置を確認しましょう。 
 
モデル活用・≪モデル検索≫をクリックします。 

 

56. ≪モデル参照≫から対象となるモデルを選択します。 
CtrlキーやShiftキーを使用し複数モデルを選択します。 
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57. 検索したいJANコードを直接入力するか、≪モデル読込≫， 
≪ファイル読込≫を使用してJANコードを表示します。 

 

58. 一度に約9975件のJANコードを検索し、出力可能です。 
出力する情報はJANコードと商品名などの名称を選択できま
す。 
 
 

59. 検索結果は印刷以外にCSV形式、Excel形式、PDF形式での出 
力が可能です。 
≪実行≫をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対象のモデルが判明したので、続いて既陳列の商品と、新規陳列商品を入れ換えます。 
複数のモデルに陳列している商品をまとめて入れ換えるには、モデル活用・≪一括商品入換≫が便利です。ただし、一括商品入換を
実行すると、陳列を変更後、既存のモデルを上書き保存するため、変更前のモデルを残しておきたいという場合は、一括商品入換の
前にモデルをコピーしておく必要があります。 
 

■陳列商品をまとめて入れ換える2 
「複数モデルをまとめてコピーする」（モデル一括複写） 

 

60. 内部モデルを一括でコピーするには「モデル一括複写」を
使用します。 
 
モデル活用・≪モデル一括複写≫をクリックします。 
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61. 画面左下≪モデル参照≫をクリックし、複写したいモデル
を選択します。 
 
これまでと同じく、検索条件の指定ができ、Ctrlキー、
Shiftキーを使用して複数モデルの選択が可能です。 

 

62. コピー前と後のモデルを区別できるように、モデル一括複
写の機能では、前述の≪モデル項目変更≫と同じく、モデ
ル情報を変更する機能を搭載しています。 
 
（※ P10 33.「モデル項目変更」参照） 

 

63. モデル名称や、作成日付などを変更した後、≪実行≫をク
リックして複写を実行します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



 棚割活用編 操作テキスト  

CYBERLINKS co.,LTD. All rights reserved.  18 

新商品発売による商品の改廃、複数パターンのモデルを管理しているチェーン店の商品を一括で入れ換えるといった場合に利用でき
る「一括商品入換」を説明します。 
フェイシングでは、一モデルに対してのみ編集作業を行ないますが、一括商品入換では複数のモデルに対しての商品入れ換え作業を
まとめて行なうことができます。 
 

■陳列商品をまとめて入れ換える3 
「複数モデルの商品をまとめて入れ換える」（一括商品入換） 

 

64. モデル活用・≪一括商品入換≫をクリックします。 
 
 
※注意 
一括商品入換は、現モデルを直接変更し、上書き保存しま
す。元のモデルを残す必要がある場合は、前述の通りモデル
一括複写で必要なモデルをコピーしておいてください。 
 

 

65. 一括商品入換には、入換モードとして≪1対1入換≫≪一括削
除≫≪1対n入換≫≪ファイル入換≫≪ファイル削除≫があり
ます。 
 
【1対1入換】【ファイル入換】 
1商品カットして、別の1商品を挿入する際に使用します。 
1対1入換とファイル入換の違いは、一度に処理可能な商品数
です。5商品までの場合は1対1入換を使用し、それ以上の数の
場合はファイル入換を使用します。 
 
【一括削除】【ファイル削除】 
商品挿入を行なわず、一括でモデルから対象の商品をカット
したい場合に使用します。 
こちらも処理する商品数によって、一括削除かファイル削除
を選択します。5商品までなら一括削除を、それ以上の数であ
ればファイル削除を使用してください。 
 
【1対n入換】 
1商品カットして、別の複数の商品を挿入します。たとえば、
A商品をカットし、代わりにB,C商品を挿入するといった場合
に使用します。 
 
 

 

66. 1対1入換を行ないます。 
入換モード≪1対1入換≫をクリックします。 
 

67. ≪モデル参照≫をクリックして、対象となるモデルを選択し
ます。 
CtrlキーやShiftキーを使用し複数モデルを選択します。 
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68. 削除側のJANコード欄にカットしたい商品のJANコードを入
力、挿入側には新たに陳列したい商品のJANコードを入力しま
す。一度に最大5商品の入換が可能です。 
 
挿入商品のフェイスを指定する場合はフェイス欄にフェイス
数を入力します。フェイス入力が無い場合は元陳列と同じフ
ェイス数で入換を行います。 
 
※参考 
「陳列済商品入換」を有効にすれば、挿入商品がすでに陳列
済みのモデルでも入換可能です。 
 
 

69. 入力後、≪実行≫をクリックします。 
 
選択したモデル全ての陳列変更を同時に完了できます。 
廃盤商品と新商品を入れ替える場合などは、フェイシングで
行なうよりも確実に作業量を軽減できます。 
 
 
※注意 
削除する商品よりも挿入する商品幅が大きくなる場合は、フ
ェイシング起動時に棚からこぼれる可能性があります。 
 
 

 

70. 続いて、≪一括削除≫を行ないます。 
現実にはカット商品は決まっているが、投入商品は未定とい
った場合もあるかと思います。そういった場合に、削除商品
のみ指定することで複数売場の特定商品を一気に売場から取
り除くことができます。 
 
1対1入換では削除と挿入の両方にJANコード（または商品コー
ド）を入力しましたが、一括削除では削除側だけにJANコード
を入力します。 
 

71. 入力後、≪実行≫をクリックします。 

 

72. サイズの大きな商品をカットする代わりに、小さい商品を複
数陳列する。また複数フェイスある商品をカットする代わり
に、1フェイスずつ違う商品を複数陳列するといった場合に
は、1対n入換を使用します。 
 
≪1対n入換≫をクリックし、削除側のJANコード欄にカットし
たい商品のJANコードを入力、挿入側には新たに陳列したい商
品のJANコードを複数入力します。 
フェイス数欄には、最低1を指定してください。 
 

73. 入力後、≪実行≫をクリックします。 
 
※参考 
1対1入換と同じく、「陳列済商品入換」を有効にすれば、挿
入商品がすでに陳列済みのモデルでも入換可能です。 
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74. 「ファイル入換」、「ファイル削除」を使用するには、Excel
ファイルもしくはCSVファイルで読み込み用のファイルを作成
する必要があります。 
 
※読み込み用Excelファイル 
ファイル入換の場合、1列目に削除JANコードを記載し、2列目
に挿入JANコードを記載します。3列目にはフェイス数を設定
可能ですが、空白の場合は元のフェイス数のまま変更しない
ため、フェイス数の変更がない場合は、空白で問題ありませ
ん。 
ファイル削除の場合は、挿入商品が不要なので、1列目に削除
JANコードを記載します。 
 
≪ファイル入換≫をクリックします。 
 

75. ≪ファイル参照≫をクリックして、「ファイルを開く」から
作成したファイルを指定して≪開く≫をクリックします。 
 
 

 

76. ファイルを読込むと、削除JANコード、挿入JANコード欄にJAN
コードを表示します。 
≪実行≫をクリックします。 
 
※注意 
削除側と挿入側に同じ商品を指定することはできません。 
 
※参考 
手順は「ファイル削除」の場合でも同じです。 

 

77. 実行後、処理ログを表示するメッセージを表示します。 
≪はい≫を選択すると、エラーログビューアが表示し、処理
内容を確認できます。 
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ここからは複数モデルを利用した、様々な帳票の作成を行ないます。 
複数モデルを対象に、陳列している商品の取扱い一覧表を作成する場合も、モデル活用を利用すれば手間をかけずに印刷、ファイル
出力が可能です。 
 

■店舗での商品取扱い状況一覧表を作成する（星取表／パターン管理） 

 

78. 棚POWERでは、店舗を軸にして、どの店舗にどのモデルが採用
され、どんな商品が陳列しているのかを一覧表形式で出力す
る「星取表」と、モデルを軸にして、どのモデルにどんな商
品が陳列しているのかを一覧表形式で出力する「モデル分
析」があります。 
 
チェーン店などで「3尺1本」のモデルはA店、B店、C店にあ
り、「3尺2本」のモデルはD店、E店、F店といったように管理
されている場合は「星取表」を使用します。 
「3尺1本A」はA店、「3尺1本B」はB店というように、1店舗に
つき1モデルを作成している場合は、後ほど説明する「モデル
分析」を使用してください。 
 

 

79. まずは「星取表」を作成します。 
 
モデル活用・≪星取表≫をクリックします。 

 

80. ≪モデル参照≫をクリックし、対象となるモデルを選択しま
す。 
≪検索≫もしくは≪外部モデル≫から、CtrlキーやShiftキー
を使用し複数モデルを選択し、≪実行≫をクリックします。 
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81. 星取表は予めモデルに店舗を割り付けておく必要がありま
す。そのため、店舗の割り当てをしていないモデルを選択し
た場合は確認メッセージが表示されます。 
 
店舗の割り当て（＝共通棚割を設定する）を行ないます。 
≪はい≫をクリックしてパターン管理を起動します。 

 

82. こちらがパターン管理の画面です。 
パターン管理は、複数のモデルにまとめて店舗を割り当てた
り、または割り当てを解除したりすることができます。 
 
左側の縦一覧に選択したモデルの一覧を表示し、右側の横一
覧に割付可能な店舗の一覧を表示しています。店舗は、分類
マスター・「店」に登録された店舗を表示しています。 
 
選択したモデルが採用されている店舗のセルをダブルクリッ
クで指定し、割り付けをします。 
解除する場合もダブルクリックします。 

 

83. 割付ける店数が多い場合には、「店舗選択」機能を使用しま
す。 
モデル名横の店数を表示している箇所へマウスを合わせると
「選択」と表示が変わります。≪選択≫をクリックし、「パ
ターン管理・店舗選択」画面を表示します。 

 

84. 左側が選択可能店の一覧（分類マスター・「店」に登録され
ている一覧）、右側が割付ける店舗の一覧です。選択可能店
から、Ctrlキー、Shiftキーを使用して複数店舗を選択し、 
≪追加≫をクリックして選択店内に表示します。設定が終わ
れば、≪選択≫をクリックして、パターン管理画面に反映し
ます。 
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85. 割り付け終了後≪登録≫をクリックします。 
 

86. ≪取消≫をクリックし、星取表の設定画面に戻ります。 

 

87. 選択したモデルの出力順を変更したい場合は、≪順番設定≫
をクリックし、並べ替えをします。 
 
 

 

88. ［基本設定］の内容を設定します。 
出力スタイル「モデル基準」と「店基準」では出力する方法
が異なるので、目的に応じて使い分けてください。 
 
※参考 
モデル基準とは、モデル毎に設定している共通棚割情報
（店）を軸に出力します。 
店基準とは、共通棚割情報（店）を軸に出力し、設定モデル
情報に「●」を表示します。 
 
 

89. 出力値は○印とフェイス数から選択します。 

 

90. 「出力項目」を「選択可能項目」から選択します。 
設定後、出力先を選択して≪実行≫します。 
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91. 商品を取り扱っているモデルに「○」を表示し、商品毎、店
毎に合計を出力します。 
 
店舗規模や立地、客層などにより取扱商品が異なるケースも
あります。 
その場合、売れ筋商品や、推奨商品、育成商品などがどの店
舗で取り扱われているか、またその意図がきちんと反映でき
ているかどうか、などを星取表で確認することができます。 
 
印刷以外にCSV、Excel、PDF形式で出力できます。 

 

92. 「店基準」で出力した場合です。 
［基本設定］内の「出力スタイル」から形式を変更できま
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

93. 星取表を作成するための共通棚割の設定は、モデル活用・ 
≪パターン管理≫から、またはモデル設定・［共通棚割］か
らも行なえます。 
 
1モデル毎に指定する場合はモデル設定・［共通棚割］から 
行ない、該当する店舗を青く反転させ設定します。 

【モデル基準】出力 

【店基準】出力 
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■複数モデルの陳列商品一覧表を作成する（モデル分析） 

 

94. 取引先からの要望などで個店毎の棚割、つまりA店には「A店
用」モデル、B店には「B店用」モデルというように、1店舗毎
に棚割を作成している場合は「モデル分析」を使用します。 
 
星取表と良く似ていますが、「モデル分析」ではモデル毎の
陳列商品の一覧を出力します。 
 

 

95. モデル活用・≪モデル分析≫をクリックします。 

 

96. ≪モデル参照≫をクリックし、対象となるモデルを選択しま
す。CtrlキーやShiftキーを使用し複数モデルを選択します。 
 

97. モデルの出力順が指定できます。変更したい場合は≪順番設
定≫をクリックして、並べ替えをします。 

 

98. ［基本設定］の内容を設定します。 
モデルタイトルを連番、モデル名、モデルコメントから選択
します。 
出力値を○印とフェイス数から選択します。 
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99. 「出力項目」を「選択可能項目」から選択します。 
 
モデル分析の活用方法は、基本的に星取表と同じです。他
に、ひとつの店舗で採用されているモデルすべてを分析し、
店舗全体の取り扱いアイテム一覧として使用するなど様々な
用途が考えられます。 
 

 

100. 複数のモデルを選択し、アイテム別の取り扱い店舗率、各モ
デルでの取り扱い有無、フェイス数と全モデルからの取扱率
（アイテム詳細）の出力が可能です。 
 
1ページ目はカテゴリーやモデル名などの情報を、2ページ目
以降に商品の情報を出力します。 
 
印刷以外にCSV、Excel、PDF形式で出力できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

■複数モデルの追加・カット・継続の一覧表作成する（追加カットモデル分析） 

 

101. 複数モデル毎の商品取扱い状況を確認する際、追加になった
商品、カットになった商品も併せて確認したいという場合
は、「追加カットモデル分析」を使用します。 
 
帳票作成の「追加カット一覧表」や「追加変更棚割表」は、 
1対1でモデルを比較し、追加変更、カットの内容を出力する
ものですが、「追加カットモデル分析」は複数モデルの内容
を同ページ内に一覧出力可能です。 

 

102. モデル活用・≪追加カットモデル分析≫をクリックします。 
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103. モデル選択の手順は、前述の「モデル一括印刷（追加カッ
ト）」と同様です。 
 
現状モデル選択、比較モデル選択の≪モデル参照≫をクリッ
クして、対象となるモデルをそれぞれ選択します。 
CtrlキーやShiftキーを使用し複数モデルを選択します。 

 

104. 表示した現状モデルと比較モデルの中から、比較したいモデ
ルが対になるよう、それぞれクリックして選択を行ない≪追
加≫をクリックします。 
 
「分析モデル一覧」に追加した組合せが表示されます。 
 
 
※参考 
モデルの出力順を変更したい場合は矢印ボタンを利用して、
並べ替えます。 

 

105. ［出力項目］をクリックして、出力したい項目を「選択可能
項目」から選択します。 
 
その他出力したい変更項目設定を有効にし、モデルタイトル
や出力オプションを設定します。出力オプションでは、取扱
数や取扱率、新規や削除のリスト等の出力有無を選択できま
す。 

 

106. それぞれの組合せ毎に、以前の棚割と比較して変更のあった
アイテムを一覧表で確認することができます。 
 
Excelファイルとして出力し、加工することが可能です。 
PDF,CSVの出力もできます。 
 
 
※参考 
モデルタイトルは「連番」もしくは「モデル名」で表示可能
です。モデルリストを出力すれば、別ページで確認も可能で
す。 
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複数モデルを活用した帳票として、星取表・モデル分析・追加カットモデル分析を説明しましたが、ここからはモデル活用から出力
できる分析帳票「モデル複合分析」を説明します。 
「モデル複合分析」の優位点は、複数モデルに対する分析結果を出力できるところです。 
売上情報を登録、割り当てていない場合でもアイテムやフェイスの数、構成などを出力することができますが、今回は売上情報を割
り当てて作成する方法を説明します。 
 
帳票の説明の前に、売上情報とその活用方法について簡単に説明します。 
棚POWERでは売場（モデル）とPOSデータ（売上情報）を結びつける分析検証機能などにより、多彩な視点から現状の問題点や課題を
探ることができます。 
 

■売上情報の登録 

 

107. 売上情報を取り込み、モデルに割り付ける方法を簡単に説明
します。（詳細は「棚割分析編」にて説明しています） 
 
ユーティリティー・データ変換・テキストデータ・≪売上情
報≫より売上情報を取り込みます。 
 
こちらからであれば、取引先や提供元によって書式の異なる
テキストファイル（CSV,TXT）形式の売上情報を、手順を追っ
ていくだけで取り込めます。 

 

108. インポートする売上情報のファイルを指定するため≪フォル
ダ≫をクリックして、該当の売上情報ファイルを選択しま
す。 
 

 

109. 必要に応じてデータの区切りや、取込み開始行を指定して、
情報の見た目を整えます。 
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110. 棚POWERの売上情報項目にどの列の情報を割り当てるかを指定
します。 
 

 

111. 指定が完了すれば≪実行≫をクリックして、インポートを行
ないます。 

 

112. 売上情報の取り込みが完了したら、次にインポートした売上
情報がどのモデルに該当する売上情報なのかを、棚POWERで割
り当てる必要があります。 
 
分析等を行ないたいモデルをモデル設定・≪参照≫から選択
します。 
 

113. モデル情報を確認し、［分析設定1］をクリックします。 
「分析・売上情報」に表示される一覧より、先程インポート
した売上情報をクリックして青く反転させて割り当てます。 

 

114. 他に「ABC分析」や「クロスABC分析」を行なう際の設定や、
原価データが未登録の場合に原価率の設定を行なうには、
［分析設定2］の項目を使用します。 
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115. ［分析設定3］では、「売上のみの商品も分析対象にする」を
有効にすると、売上情報はあるが棚には陳列していない商品
を、分析対象とすることができます。 
 
これでインポートした売上情報がモデルに割り当てられたの
で、個々のモデルの分析検証を行なったり、分析表などの帳
票を出力したりすることが可能になりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前述した通り、モデルに売上情報を割り当てるには、モデルを参照し、モデル設定・［分析設定1］から該当の売上情報を選択する必
要がありますが、他にもモデル活用・≪モデル一括再分析≫を使用して、まとめてモデルに割り当てている売上情報を変更したり、
解除したりといったことが可能です。 
棚POWERでは、各モデル毎に最後に分析した時の分析結果を保持しており、モデルが分析結果を保持するタイミングは、モデル設定で
売上情報マスターを指定し、分析検証または帳票作成で帳票出力後にモデル保存を行なった時です。売上情報に最新データを取り込
んだ場合などは再分析をしないと、後から追加した情報だけが帳票に出力されないと言う場面も考えられます。モデル一括再分析
は、売上情報をまとめて割り当てるだけでなく、このような場合にモデルを1つずつ開いて分析検証する手間を省くための機能でもあ
ります。 
 

■複数モデルにまとめて売上情報を設定する（モデル一括再分析） 

 

116. モデル一括再分析では、複数のモデルに対して同じ売上情報
の割り当てを、一度にまとめて行なえます。 
 
「分析期間を合わせたい」など、分析基準を揃えたい時にも
利用できます。 
 
モデル活用・≪モデル一括再分析≫をクリックします。 

 

117. ≪モデル参照≫をクリックし、≪検索≫もしくは≪外部モデ
ル≫から、対象となるモデルを選択します。CtrlキーやShift
キーを使用し、複数モデルを選択します。 
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118. モデル一覧より、同じ売上情報を設定するモデルをCtrlキー
やShiftキーを使用し、複数選択します。 

 

119. ここで選択したモデルに対して、「分析・売上情報」、「比
較・売上情報」をまとめて割り当てる、また分析期間やクロ
スABC分析のクロス内容をまとめて変更、設定します。 
 
 
 
※注意 
画面左下の、≪分析設定内容を選択モデルに反映≫をクリ 
ックすると、画面で設定した分析内容を現在選択している 
モデルに全項目反映します。 
既存の設定内容でよい部分と更新したい部分が混在してい 
るときに利用すると、誤って変更するつもりのない項目ま 
で更新されてしまいます。 
 
そのような場合には、≪選択分析項目のみを選択モデルに 
反映≫を使用します。更新したい項目を選択してからクリ 
ックすると、設定した項目のみが更新されます。 
 
 
 

 

120. 最後に≪実行≫をクリックするまでは、実際には更新されま
せん。 
必ず≪実行≫をクリックしてから、画面を閉じるようにして
ください。 
 
 
※参考 
モデル複合分析を行なう際には、各モデル複合分析に≪モデ
ル一括再分析≫と同様の機能がありますので、そちらを利用
すると便利です。 
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■複数のモデルをまとめて分析する（モデル複合分析） 

モデル複合分析には、「モデル」「分類」「アイテム」「クロス分析」と4種類あります。 
「棚割分析編」で紹介している、≪分析表≫や≪クロス分析表≫は、1モデルに対しての分析結果を出力しますが、この「モデル複合
分析」は、複数モデルに対する分析結果を出力できるのが特長です。 
 
複数のモデルを≪モデル複合分析（モデル）≫ではモデル単位、≪モデル複合分析（分類）≫では分類属性単位、≪モデル複合分析
（アイテム）≫では商品情報単位で分析し、貢献度の高い売場や分類、商品を確認できます。 
また、≪モデル複合分析（クロス）≫で、複数のモデルを2つの分類で分析集計した結果を出力することも可能です。 
価格帯別のメーカー貢献度やアイテム貢献度など様々な角度から売場を検証できます。 
 

 

121. 「モデル」「分類」「アイテム」「クロス分析」の帳票の設
定方法は、基本的には同じですので、はじめに説明を行なう
≪モデル複合分析（モデル）≫にて、設定方法を詳しく確認
しておきます。 
 
モデル活用・≪モデル複合分析（モデル）≫をクリックしま
す。 

 

122. [モデル選択]ではこれから分析する対象となるモデルを選択
します。 
≪モデル参照≫をクリックし、対象となるモデルを選択しま
す。内部モデルは≪検索≫を使用し、外部モデルは≪外部モ
デル≫を使用します。 
Crtlキー，Shiftキーを使用して複数のモデルを選択可能で
す。 
 

123. モデルを選択後、≪実行≫をクリックします。 

 

124. [売上情報①]では、モデル設定の[分析設定1]の内容とほぼ同
様で、売上情報の指定を行ないますが、[モデル選択]で選択
した複数のモデルに対して、特定の売上情報をまとめて割当
て、再分析するなど一括での作業が行なえるようになってい
ます。 
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125. [売上情報②]では、たとえば市場POSなどを割り当てた場合、
モデルに陳列していない商品も分析対象とすることで、市場
と実際に陳列している商品が同時に帳票に出力されるように
なり、比較が可能となります。 
 
※参考 
これら分析設定を、先に≪モデル一括再分析≫で行なってい
る場合は、［売上情報①］で「再分析しない」を選択すれば
問題ありません。別途再分析を行なう場合のみ、設定してく
ださい。 

 

126. [出力項目]では、他の帳票作成と同様に出力したい項目を選
択します。 
 
出力項目内の「フェイス数」と「フェイス構成」のように、
関連のある項目は同じ列に出力したいという場合は、「関連
付け使用行数」を「1行」から「3行」または「6行」に変更し
ます。 

 

127. モデル複合分析（モデル）では、このようにモデルを比較す
ることで、同じ尺数,同じ本数でも効率の良いモデルと悪いモ
デルを判別できます。また、全店のモデルを一括で分析し、
売上貢献度の高い売場を確認することも可能です。 
 
印刷以外にCSV、Excel、PDF形式で出力できます。 

 

128. 次に≪モデル複合分析（分類）≫を作成します。 
モデル選択、売上情報①、②の設定手順は、≪モデル複合分
析（モデル）≫と同じです。 
 
［出力項目］より、出力する項目を設定します。この際、
「出力分類選択」より、出力したい分類属性を選択します。 
29分類と売・仕入先の30項目から選択可能です。 
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129. モデル複合分析（分類）では、分類単位での比較が行なえま
す。モデルを串刺しにしてどの品種やメーカーが売上に貢献
しているのか、などが確認可能です。 

 

130. ≪モデル複合分析（アイテム）≫を作成します。 
アイテム単位まで詳細に確認したい場合に利用します。 
 
モデル選択、売上情報①、②の設定手順は、≪モデル複合分
析（モデル）≫と同じです。 
 
これまでの2つと異なり、出力項目には「JANコード」や「商
品名」、「イメージ」等、アイテム単位の項目が存在してい
ます。 

 

131. 商品毎の利益率やスペース生産性など貢献度の高い商品、低
い商品などを発見することができます。 
 

 

132. ≪モデル複合分析（クロス分析）≫を作成します。 
品種別アイテム単位や価格帯別、メーカー別など、組み合わ
せ次第で様々な角度から複数のモデルを比較し、検証できま
す。 
 
モデル選択、売上情報①、②の設定手順は、≪モデル複合分
析（モデル）≫と同じです。 
 
［出力項目］を設定します。クロス分析なので、分類を2分類
まで選択可能です。 
第1分類には分類属性の他に価格、売価を選択できます。 
第2分類には分類属性、価格、売価の他にアイテムと未設定を
選択できます。 
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133. 第1分類に「メーカー」、第2分類に「品種」を選択して出力
すると、メーカー別品種毎での分析が行なえます。 
 
また、第2分類には分類だけでなく「アイテム」を選択可能な
ので、第1分類を「品種」、第2分類を「アイテム」にし、品
種別アイテム単位での分析なども行なえます。 

 

134. その他にも第1分類に「メーカー」、第2分類に「（設定な
し）」を選択すると、1ファイル内で、選択した1モデル毎の
メーカー別シェアを確認することもできます。 
 
このように、より複合的に分析した結果を出力する事が可能
です。 

 

135. 複数モデルを効率よく編集する、一括での出力や修正、削除
などを行なう。また、複数のモデルの内容を複合的に分析す
るといった機能がある≪モデル活用≫を説明してきました。 
 
「棚割活用編」は以上です。 
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